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今月の情 報

2014

児童教室の講師や福祉施設慰問そしてイベントに
新しい別子支部「新居浜高等専門学校『奇術部』 が各方面で大活躍」

　

今
年
7
月
、日
本
の
お
手
玉

の
会
の
69
番
目
の
支
部
と
し
て

誕
生
し
た
ば
か
り
の
、若
い
別
子

支
部
の
新
居
浜
高
専
奇
術
部
が
、

夏
休
み
中
に
、文
化
庁「
伝
承
文

化『
お
手
玉
遊
び
』児
童
教
室
」

の
講
師
を
は
じ
め
、老
人
福
祉

施
設
の
訪
問
、敬
老
の
日
の
老

人
ク
ラ
ブ
の
慰
問
、そ
し
て
各
種

の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
の
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
に
と
、大
活
躍
を
し
て
い

ま
す
。

　

児
童
教
室
で
は
、子
ど
も
た

ち
に
人
気
で
、お
手
玉
遊
び
の

指
導
だ
け
で
な
く
休
憩
時
間
に

は
、得
意
の
ジ
ャ
グ
リ
ン
グ
、ボ
ッ

ク
ス
、ス
テ
ッ
キ
な
ど
の
妙
技
を

披
露
し
、大
き
な
拍
手
を
得
て

い
ま
し
た
。

　

老
人
福
祉
施
設
の
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
で
は
、２
個
の
お
手
玉
を
使

っ
て
の
お
手
玉
体
操
を
、丁
寧
に

指
導
し
て
、大
い
に
喜
ば
れ
て
い

ま
し
た
。孫
の
よ
う
な
生
徒
さ

ん
の
指
導
に
、参
加
し
た
お
年

寄
り
は
笑
顔
で
答
え
て
い
て
、ほ

ほ
え
ま
し
い
交
流
を
し
ま
し
た
。

　

９
月
15
日
の
敬
老
の
日
は
、泉

池
自
治
会
館
の
敬
老
会
に
招
か

れ
、妙
技
を
披
露
し
ま
し
た
。失

敗
し
た
時
に
は「
頑
張
っ
て
！
」

と
か「
も
う
一
回
！
」と
、温
か
い

声
援
が
あ
り
、会
場
は
笑
顔
が

い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

　

９
月
６
日（
土
）の「Let’s 

ま

ち
づ
く
り in 

イ
オ
ン
モ
ー
ル
新

居
浜
」で
は
、「
ウ
ル
ト
ラ
お
手

玉
」と
い
う
こ
と
で
、一
人
ひ
と

り
が
得
意
の
技
を
披
露
し
て
、

会
場
を
沸
か
せ
ま
し
た
。

　

若
い
支
部
の
こ
れ
か
ら
の
活

動
が
、大
い
に
期
待
で
き
る
最
近

の
活
動
ぶ
り
で
す
。

■
若
宮
公
民
館

■
大
生
院
公
民
館

■
イ
オ
ン
モ
ー
ル
新
居
浜

　
イ
ベ
ン
ト
会
場
で

日本のお手玉の会の佐賀お手玉バルーン（勝田友彰会長）は、8月
23日(土)、佐賀市民会館（佐賀市水ケ江）で行われた、～お手玉とわ
らべうたによる～『君にとどけたい 愛のコンサート』に、地元の高校生
ボランティアなどと参加しました。
このコンサートは、声楽家でもある勝田友彰会長が、毎年開催して

いるものです。会場には、お子様からお年寄りまで800人の市民が参
加しました。
支部の会員は、勝田会長を先頭に舞台に上がり、ピアノや、バイオ

リン、ギター、キーボードなどの演奏をバックに、佐賀県の歌「むつご
ろうどん」や、「あまちゃん」のテーマ曲に合わせて2個のお手玉ゆりを
披露し、「花は咲く」を歌いました。
客席のみなさんも一緒に歌って、会場全体が一体となった楽しいひ

とときを過ごすことができました。

『君にとどけたい  愛のコンサート』に出演
佐賀お手玉バルーンが歌いながらお手玉を披露

♪

♪

♪


